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１．はじめに

(1) 経緯

令和６年度より、油津の歴史文化遺産を活用したまちづくり計画事業

が本格的に動き出したところですが、油津別館の改修費用等、当初まち

づくり計画で想定していた事業費を上回る可能性が生じたことから、世

の中の動向を適切に捉えるべく、「油津の歴史文化遺産を活用したまち

づくりコーディネーター」の株式会社ＮＴＴデータ経営研究所の大野氏

へ状況分析を依頼。

令和７年１月29日、「油津の歴史文化遺産を活用したまちづくりコー

ディネーター」との定例打合せの中で、建設費用の高騰を受けた公共事

業の入札への影響について、近年の動向や要因、他自治体の事例につい

て報告を受けました。

(2) 報告を受けた事項

１．昨今の建設費用をめぐる動向

２．コスト高となっている要因

３．他自治体における「建設費用高騰」の影響を受けた事例
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２．昨今の建設費用をめぐる動向

(1) 建設工事費の動向（対2015年度比）

・2023年度 123.4％ （油津の歴史文化遺産を活用したまちづくり計画策定年度）

・2024年度 128.9％ （2023年度からさらに5.5％上昇）

(令和7年1月29日 NTTより報告）

（令和7年10月31日時点）
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３．コスト高となっている要因

(令和7年1月29日 NTTより報告）
※表は最新のデータに更新※

(令和7年1月29日 NTTより報告）
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４．他自治体における「建設費用高騰」の影響を受けた事例

(令和7年1月29日 NTTより報告）

（１）入札不調により工事が実施できなくなった事例

【大分県別府市】

大分県別府市の図書館建設事業では、入札を実施したものの、建設
費の高騰により予定額を大幅に上回る入札しかなく、不成立となった。
その後、議会で補正予算の承認を受け、再入札を実施することで事

業者の選定を行うことができた事例。
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４．他自治体における「建設費用高騰」の影響を受けた事例

(令和7年1月29日 NTTより報告）

（２）入札後に工事が実施できなくなった事例

【東京都中野区】

東京都の中野サンプラザでは、基本協定書締結から着工までの間に
建設費の高騰を受け、費用の再調整が行われた。
2024年1月から9月の間に900億円上振れており、これを中野区が許容

できず、着工に至っていない。

➢ 2025年10月末時点においても、着工に至っていない。
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